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市財政収入の一部に寄与することを目的とし、裏表紙に広告を掲載しています。なお、掲載している広告内容については津市が保証しているものではありません。
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津ぶっこ生産者を追いかける
～Vol.1 タケノコ～

やま　かわ　　とく 　み

美里農産物加工組合　山川 徳美さん

　「竹林や森を整備すると、そこで生まれた豊富な養分が川を流れて海へと運ばれ、魚や貝が集まってくる。
山と海も、人と人も、私たちはみんな、つながっていますよね。こうして育つものを食べて、人の命は育まれる。
私たち農家の仕事は、人の命を預かっているのと同じことです。だから、添加物は絶対に使いません。」
　そう話す山川さんは、現在、農産物の生産から加工、販売までの6次産業化に力を入れている。中でも、
美里地域の肥沃な赤土で育ったタケノコを、米ぬかなどを使ったアク抜きをせず、たっぷりのきれいな水だけで
ゆがいて生産するタケノコの水煮は、頭の先からお尻まで同じ食感で、えぐみが一切なく、おいしいと評判。

津ぶっことは…津市の農林水産業をもっと元気にするため、ブランド品目として推進している13品目の産品　 ▼次回は「花しょうぶ」


